










「オプティマム」vol.66

	 É � ` 
 £ 	 ÿ 
 r 
 >
神奈川における

W.Co がつくった
小規模多機能型居宅介護事業所第 1 号

「サポート横須賀くごう」

のみでは事業展開が厳しくなるとの認識があった。「訪
問」と並ぶもう 1 つの柱となるような事業の必要性、そ
れらの事業拠点を集中し、W.Co にとってもメンバーが
集えるような箱モノが欲しいという問題意識や希望も明
らかになった。もう 1 つの柱としての小規模多機能型居
宅介護事業への取り組みの可能性が見えてきた。

そのような背景の中で、2014 年度の横須賀市の「小
規模多機能型居宅介護の建設補助金申請の募集」をきっ
かけに、サポート横須賀での小規模多機能型居宅介護
事業へのチャレンジへの大きな一歩を踏み出した。8 月
の募集から 10 月末まで申請締切の短期間に建設土地探
し、建物設計、資金調達と申請に必要な全ての準備を進
めた。土地の購入、建物建設にかかわる資金の一部は銀
行からの融資を受けたものの、会員に借り入れを呼びか
けて 40 名程から賛同を得ることができた。中心となっ
てこの新たな事業開設の準備を進めてきた先岡麻子さん
( ケアマネジャー ) は、「申請締切まで 2 か月しかなく、
厳しい条件はあったけど、横須賀市からの 3,000 万円の
補助があることがこの事業を決めた後押しになった」と
振り返る。

これだけのスピード感を持って対応できたのには、時
代の先を読む先見性と、制度情報をキャッチしてそれを
活用するだけの力を感じる。次なる事業展開に向けてメ
ンバーが何年にもわたって議論を積み重ねて物事を決定
する民主的な運営
を続けてきたから
こそであろう。

NPO 法人 W.Co サポート横
須賀は 1996 年の設立以来、
子育てから高齢者まで、多様
なニーズに即した事業活動を
展開している。コンセプトは

「我が家で暮らし続けたい思
いを支援するため、利用者
のありのままを受け入れ、
寄り添うケアを大切に」。

1999 年、介護保険制度
導入以前から特定非営利活動法人

を取得し、事業を行っている。その後、居宅介護支援事業、
訪問介護事業、精神障害者ホームヘルプ事業と次々に事
業を拡大してきた。また、赤ちゃんからお年寄りまで、
多様な困りごとに対応するコミュニティ事業 ( 自主事業 )
への取り組みやミニデイ、講座開催なども行う広場事業
ではボランティアを中心に運営し、地域に開かれた参加
型福祉の拠点としての機能も高めている。2009 年には
認知症対応型デイサービスも開始し、利用者の思いを大
切にした寄り添うケアの実践を広げている。横須賀市か
ら「ファミリーサポートセンター事業※ 1」の委託も受け
た。2015 年 2 月 1 日には新たな事業として小規模多機
能型居宅介護「サポート横須賀くごう」を開設。このよ
うな多様な事業展開を精力的に進める背景にはどのよう
な問題意識があったのか？

NPO 法人 W.Co サポート横須賀では、かねてより 10
年後を見据えてどのような事業があったらいいかの議論
を始めていた。監査から中・長期計画を持つ必要性につ
いて指摘を受けていたこともあり、2011 年には特別プ
ロジェクトを立ち上げて、メンバーの様々な思いを反映
させた中・長期計画の策定に取り組んだ。設立以来、「訪
問」事業を中心にして、さまざまに多様に事業展開し
てきたが、制度改定も予測される中、将来的には「訪問」

もう一つの事業の柱が必要と ･･･

情報をキャッチし、行動に移す力

サポート横須賀くごう

管理者の松浦里香さん ( 右 ) と先岡麻子さん

明るい室内

※ W.Co：ワーカーズ・コレクティブの略

※ファミリーサポートセンター事業：子育ての「援
助を受けたい人」と「援助したい人」を結ぶ有償ボ
ランティア制による会員組織。保育施設等への送迎、
開始時間前・帰宅後の子ども預かりなどが中心。
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で前向きに捉えている。これまで地域の中で事業拡大に
取り組むことで、子育てから高齢者まで様々な課題に寄
り添ったケアを展開して
きたサポート横須賀。新
たなチャレンジとして、
小規模多機能型居宅介護
というもう１つの柱を据
えて「自宅での暮らしを
継続するため」の支援
を広げていくことに
今後も期待をしたい。　　　　　　

（城田喜子）

小規模多機能型居宅介護「サポート横須賀くごう」は
登録定員 24 人、通い 12 人、宿泊 5 人の定員で、通い
を中心に利用者の様子や希望に応じて宿泊、訪問サービ
スを組み合わせて「自宅での生活の継続」を支援してい
る。「できることは利用者ご自身で」を実践し、時には
利用者が夕食づくりのためエプロンをつけてキッチンに
立つこともある。開設から 1 か月が経過し、利用者は 3 人。
初めての宿泊対応というチャレンジに対しても、他施設
での経験者がいたことも大きな支えになって順調に進ん
でいる。また、地域に新たな事業
を生み出したことをきっかけに、
30 代から 70 代と多世代にわた
るスタッフが新しい仲間として加
わったことも頼もしい。一方で持
続的な W.Co を追求する上での課
題もある。

事業が拡大し W.Co が大きくなるにつれ、新たに参加
したメンバーとこれまでサポート横須賀を形作ってきた
メンバーとの間には、W.Co が果たす役割や分配金の考
え方などについてどうしてもギャップが生まれる。W.Co
だからこうあるべきというこれまでの領域・観念に捉わ
れず、新たな若い仲間と共に、意見を出し合いながら自
らの働く場の環境整備のために環境改善委員会をつく
り、納得のいく解決ができるよう話合いを続けている。
メンバーが働き続けられるような W.Co のあり方を模索
し、合意を高めて前に進もうとするやり方はいかにも
W.Co らしい。

2015 年度介護報酬改定では、小規模多機能型居宅介
護費も大方の予測に反してかなりの減額となった。新規
参入にとっては大きな痛手だが、加算をとっていく方向

オープンしたサポート横須賀くごう

W.Co のあり方・働き方について話合う

在宅生活を継続するために

「非営利・協同によるコミュニティ経済
の促進をともに考える研究会」報告書

ができました！　　【A4 版 20 ページ】
　
　生活困窮者の就労支援、路上生活者の生活再建、農
的空間の活用などについて 5 回のゲストスピーカーか
らの情報提供、参加者からの意見提案等を行ってきま
した。まとめ討議をもとに、2015 年度には、非営利・
協同によるコミュニティ経済の促進をめざす以下の 3
つの研究プロジェクトが予定されています。
(1)( 公財 ) かながわ生き活き市民基金「社会的連帯経
済創出に向けた研究プロジェクト」の設置
(2)「( 仮称 ) 生活困窮者の社会的自立をサポートし市
民活動のエンパワーメントを促進する連絡会」の発足
(3) 参加型システム研究所 2015 年自主研究会「( 仮 )
ケア・コミュニティの形成に向けた「農的空間」の活
用に関する調査・研究」
＜読んでみたい方は下記へお問
合せください。＞

( 特非 ) 参加型システム研究所　
Tel045-222-8720 
Fax045-222-8721
e-mail：sanka-fukushi@systemken.org

泊まれます

 W.Co がつくった小規模多機能型居宅介護事業所「サポート横須賀くごう」

サポート横須賀本部 ( 大津 )ここでは地域に開放した「ひろば」も実施
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　「参加型福祉まちづくりフォーラム 2014」では、2025 年を見据
えた 3 つの参加型福祉戦略テーマを共有した。これを基に各組織で
の議論と具体化の検討が始まる。一口に神奈川といっても地域ごと
にそれぞれが特徴ある。地域に暮らしているからこそ見えてくる課
題がある。それを自分事と捉えた時に、問題解決に向けて必要なし
くみ・機能をつくる主体者への道を一歩踏み出すことになる。
　やはり 2025 年問題を解決するのは、地域社会に暮らす私たち自
身であろう。（城田喜子）

参加型福祉研究センターからのお知らせ
2015 年度参加型福祉研究センター講座・研修　受講のご案内

申込み・問合せ：参加型福祉研究センター Tel045-222-8720 Fax045-222-8721

2015 年度スキルアップ研修 ( 前半 )　
コース テーマ 内容 対象者 受講料 日程 時間 講師 会場

C 自治体の高齢者
保健福祉計画

高齢者に関わる自治体施策の全体像
の把握とその課題について一緒に学
びます。

全 1,500 円 5 月 11 日 月 13:30
～

16:30

本間めぐみ氏
社会福祉法人いき
いき福祉会 オ ル タ

館 ま な
びやD

自 治 体 の 子 ど
も・子育て支援
事業計画

子ども・子育てに関わる自治体施索
の全体像の把握とその課題について
一緒に考えます。

全 1,500 円 6 月 11 日 木
友澤ゆみ子氏
NPO 法 人ピッピ 親
子サポートネット

E 介護技術 ( 移動・
移乗 )

安全で安心な移動・移乗介助の基本
を学びます。 全 1,500 円 6 月 14 日 日 9:30 ～

12:30 鈴木正貴氏
社会福祉法人いき
いき福祉会

ラ ポ ー
ル藤沢F 介護技術 ( 着脱・

排泄 )
プライバシーに配慮しながら行う安
全・安心な着脱・排泄介助の基本を
学びます。

全 1,500 円 6 月 14 日 日

13:30
　～
16:30

G
地域包括ケアシ
ステムにおける
ケアマネジメント

” 地域包括ケアシステム ” の時代、本
来のケアマネジメントの意義・目的か
らプロセスについて学びます。 ケアマネ

ジャー
3,000 円
(2 回分 )

7 月 15 日 水 坂本文典氏
逗子市社会福祉協
議会

オ ル タ
館 ま な
びや

インテークから終結に向けての演習を
中心に、実践に役立てます。 8 月 19 日 水

H 精神障がいの方
のヘルパー支援

急増する精神障がい。援助にあたっ
て配慮すべき点について事例を中心
に学びます。

全 1,500 円 9 月 11 日 金
伊藤多恵子氏
シ ト ラ ス 会 ( 川 崎
市訪問介護事業所
連絡会 )

I
認知症の理解と
援助

認知症について、基本的理解を深め
ます。 全 3,000 円

(2 回分 )
10 月 14 日 水 武田英子氏

社会福祉法人いき
いき福祉会認知症の方への適切な援助と留意点

について考えます。 10 月 23 日 金

　「共育塾」 リーダー講座開催
生活クラブ運動グループのトップリーダーやワーカーズ・コレクティブのリーダーを対象とした「共育塾」を開催します。
市民の自治力を高め、参加型福祉の社会化と地域の非営利・協同セクターの連携に向けたリーダー育成をめざします。
講師および受講者間での意見交換をもとにテーマの内容の理解を深め、共有します。

回 月日 時間 テーマ 講師等 ねらい 会場

１ 6 月 10 日
( 水 )

14 時～
16 時

オリエンテーション 参加型福祉研究センター代
表、生活クラブ生協理事長、
いきいき福祉会

講座の趣旨、受講の心構え等

オルタ館
まなびや
( 新横浜 )

参加型福祉取り組みの歴史と今日的意
義 ｢市民がつくる地域包括ケアシステ
ム・基本ビジョン」

厳しい時代における参加型福祉の今後
の方向性、戦略は？

２ 6 月 30 日
( 火 )

14 時～
16 時

社会の現状、地域の課題から考える ｢
市民がつくる地域包括ケアシステム」
の意義を考える

生活クラブ理事長、いきいき
福祉会、佐塚玲子氏 ( 横浜
地域福祉研究センター )

地域に噴出する個別 ･ 多様な課題。市
民としての役割は？

３
7 月 17 日

( 金 )
14 時～
16 時

地域の中の小規模多機能拠点「おたが
いさん」

加藤忠相氏 ( 株式会社あお
いけあ代表 )

近所の人たち、学校帰りの子どもたち
と、地域の中の「おたがいさん」をプ
ロデュースする。

４
8 月 22 日

( 土 )
14 時～
16 時

医療と介護の連携～いのちを支える現
場から～

上野善則氏 ( 昭和クリニッ
ク院長、平塚の在宅ケアを
考える会代表 )

いのちを支える現場から、在宅で暮ら
し続けるために何が必要か？

５ 9 月 9 日
( 水 )

14 時～
16 時

参加型組織における情報マネジメント 村井祐一氏 ( 田園調布学院
大学教授 )

「連携する」とはどういうことか？効
果的な会議や広報とは？

６ 日程未定 フィールドワーク ラポール城南、おたがいさ
ん他

拠点を中心とした地域ネットワークの
あり方

現地

７
1 0 月 1 6
日 ( 金 )

14 時～
17 時

連携力でつくるオルタナティブな地域
包括ケアシステムの可能性

参加型福祉研究センター代
表、佐塚玲子氏

より身近な地域での可能性を考えて見
ます。

オルタ館
まなびや
( 新横浜

※ 2015 年度後半には、「共育塾」コーディネーター編を開催する予定です。


